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歌声フェスティバル開催！！！ 

                             拠点代表 田淵 頼孝 

          楽しいナルクの最大イベント 

 埼玉、東京、神奈川の各拠点が一堂に会するナルク南関東エリア連絡協議会の主催による「歌声

フェスティバル」が、2023 年３月６日（月）午後１時から２時間、川崎市総合自治会館で開かれ、

埼玉西拠点からも有志数人が参加してきました。 

 会場は、椅子 150 の聴衆座席と対面した平坦な演壇、ピアノなど。両サイドにナルクの“のぼり

旗”がたてられ、ナルク主催であることを強調、印象付けられました。 

 本フェスティバル参加者は、144 名（うち会員外約 30 名）。初めに主催者代表・協議会幹事の吉

川氏（横浜拠点代表）の歓迎挨拶に続き、本部から会長の祝辞披露があり、「ナルクの理念をベース

に“楽しいナルク”“安心のナルク”“感動のナルク”を念頭に置いて活動。歌声フェスティバルは“楽し

いナルク”の最大のイベントであると絶賛。 

    歌声喫茶調で “早春賦、四季の歌、青い山脈”など合唱 

 第一部は、ナルク拠点の歌声代表３組で、ピアノ伴奏による独唱（出船等）、二重唱（サンライ

ズ・サンセット等）及び独唱（100 万本のバラ）が披露された。音大卒等のプロで素晴らしい。 

第二部は、2 拠点の合唱。約 20 数名で、芭蕉布、故郷は今も変わらずなど。 

 最後は、みんなで歌いましょう！！各曲、有志が前に出てマイクを持ち先導しました。懐かしい

歌声喫茶調で、早春賦、四季の歌、青い山脈、いい日旅立ち、学生時代、見上げてごらん夜の星を、

花は咲く。花は咲くは、東北・仙台でのナルクのパラソル喫茶に全国から応援に駆け付けたことが

思い出されました。 

 第一部以降の司会者は、音楽に詳しいプロ級で、各曲を詳しく紹介し、楽しく聞かせてくれた。 

懐かしい過去等を思い起こした。声を出して歌った爽快感を胸に歌声フェスティバルの幕は下り

ました。 

歌うことの楽しさを、会員が集うたびに味わうと、気持良い帰路になること間違いなしです。 
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高齢者が交通事故に遭遇 保険雑感 

田淵 頼孝 

自家用車は非常に便利、でも、交通事故が怖い 私の郷里は、温暖な瀬戸内海に面した国・香川

県さぬき市です。平賀源内の生誕の地として知られています。高卒までは、さぬき市に住まい

し、以後、国内を転勤。自衛隊を定年退職後の再就職と子供の就学を考慮して所沢市に住まいを

移し、いま永住中の身です。故郷・四国と所沢の行き来はマイカーで往復するのが便利です。 

所沢から四国までは、約７００㎞、所要時間約１２時間。新幹線と飛行機の利用では、乗り換え

が５か所。加えて多くのの手荷物があり大変。それが車だと自宅玄関から四国の帰郷地まで手間要

らずで、自家用車をこよなく愛しています。 

 

阪神高速道路のＥＴＣ料金所で、まさかの事故に遭遇 

 ところで今年（2023 年）の 1 月中旬、生家の兄嫁の葬儀があり、何時ものように妻と車で帰省。

途中、愛知県豊田市に在住の実弟（７９歳）と合流し、以後 3 日間、実弟に運転を任せました。実

弟はトヨタ自動車を定年退職、自動車の運転はベテラン。安全最優先の男ですが、帰路、阪神高速

道路・神戸の ETC 料金所で、前の車が急にストップ。弟はブレーキを踏んだつもりが減速せず、

逆に足はアクセルを踏み、加速、パニックを起こして追突。両車は大破して停まりました。 

 昨今、高齢者による運転ミスがマスコミの話題になりますが、弟は、あぁ高齢者の運転ミスと同

じ心境になるものだと述懐していました。 

 運転中の弟は、シートベルト、エアーバックと身構え、後部座席の妻はシートベルトを締めるな

ど身構えもあって軽傷。助手席の私は居眠りをしていたのでシートベルト、エアーバックの効果少

なく、胸部、頭部負傷（むち打ち症）。救急車で病院に搬送されるも痛み止め処置のみで、以後わが

家の近くの病院通院治療中の身です。 

 事故に遭って初めて多くの教訓を学ぶことになりました。同乗者は、居眠りしないで車窓から景

色鑑賞、安全運転助言などに努めること。運転手が十分な任意保険に加入しているかをそれとなく

確認しておくことです。 

 私の自動車保倹には、家族限定の保険を掛けていましたが、運転した弟は満額の保険に加入して 

いたため、それなりの車両保障、通院保障、慰謝料などがあり、助かりした。 

 私たちの日常生活は、いろんな保険に加入することで生かされていると感じます。 

 生命保険、火災保険、自動車保険などがありますが、転ばぬ先の杖で可能な限り保険をかけて安

心して生活をしたいものです。意外と忘れているのが自転車保険です。 

 ところで、ナルク会員が加入している保険をご存じですか。ナルク活動で生じた事故に対する保

険です。年会費から今年一人１５１円の保険料を払っています。している会員が安活動心して活動

できるよう支援しています。 

 


